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第 1節 仙台市富沢遺跡第30次調査におけるブラント・オパール分析
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富沢遺跡 (第30次)か ら検出された

プラント・オパールの顕微鏡写真

No. 分類群 地 点 試料名 倍 率
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第 2節 富沢遺跡 (第 30次調査)の花粉分析

東北大学理学部生物学教室  守田益宗

1。 は じめに

富沢遺跡は仙台市南西部に位置し、名取川と広瀬川によって形成された沖積平野にある広さ約 90 haの遺跡であ

る。当遺跡では、これまでの調査によって弥生時代～近世に至る多数の水田跡が発見されている。今回の調査地点

は富沢遺跡のほば中央部にあたり、長町南小学校建設計画にともなって発掘調査が行なわれた。その結果、弥生時

代～近世に至る 10時期の水田層 (基本層の 9・ 8d・ 8C・ 8a・ 7・ 6・ 5。 4・ 3。 2Cの各層)が確認され、
一部では縄文時代や旧石器時代の遺構が発見されている。このうち8a―④層水田跡 (古墳時代後期)では、砂に

覆われた状態で一辺が約 4m程のいわゆる小区画水田が多数見つかっている。

今回の報告では、花粉分析の見地から当遺跡周辺地域の植生および稲作を始めとする人間活動の変遷を明らかに

するとともに、8a―④層水田跡や 11層ではこれを面的にとらえ、当時の水田や遺跡の植物の様子を明らかにする
ことを目的としている。

2.試料 および方法
花粉分析の試料は、当初、基本層の 2C～ 16・ 25。 26・ 31の各層から計 23試料を採取したが (第 4章第 23図 )、
その後、25層が旧石器時代の堆積物と判明したことにより、25・ 26・ 27・ 31の 各層からそれぞれ 3試料・ 5試料・

3試料。5試料を追加採取した (第 4章第 23図 )。 また、 8a―④層水田跡では32試料、11層では 7試料 (第 4章

第 23図の重複分を含めると8試料)をそれぞれ平面的に採取し花粉分析に供した (第 1・ 2図 )。

試料は、KOH ZnC12~Acetolysis法を用いて処理したが、場合によってはHF処理も併用した。各試料について
樹木花粉 (Arboreal P011enAP)が 200粒以上に達するまで同定することを目標とし、その間に出現するすべての

花粉・胞子を記録した。なお、ブナ属花粉の区別は (内山 :1980)に従った。イネ科花粉の区別は、各試料につい

て 100粒のイネ科花粉を、 (中村 :1974)に基づいて位相差像の観察により行なった。花粉・胞子の出盪率は、樹木

花粉ではAPを、,F樹木花粉 (Non ArbOreal P01leniNAP)お よびシダ胞子 (Fern SporeiFS)ではNAPと FS
の合計をそれぞれ基本数として百分率で求めた。APに含めた花粉は、第 1表に示した形 熔 ～ rttaま での諸属で

ある。 以下、文中で学名は花粉を示すものとする。

3.結果 および考察
各試料について、同定した花粉・胞子の数を第 1・ 2表に示す。

a.遺跡周辺の森林植生を中心として

(1)旧石器時代 (基本層 31～ 25層 )

主要な花粉・胞子のダイアグラムを第 3図に示す。なお、APが 200粒に達しなかった層準 (図中、白ヌキで示
した部分)は、各花粉・胞子の出現率に十分な統計的信頼がないため考察から除外する。

APの比率は31層から上層に向って増力日する傾向があるが、全花粉・胞子に占める比率は多くても55%である。
APの大部分は針葉樹花粉とBetulaが占めており、31層では

'%2s、
27層では肋蕨協、26・ 25層では肱 "が最

優勢であるが、4ι魅 、T望部 の出現率は各層で大きな違いはない。Fを搭 、9%ιπ然 、3税2s―紛滋ουαのよう
な温帯性落葉広葉樹の花粉も低率ながら出現している。NAPでは、4腸銹 のほかに働ゅ′然 、Ericaceaeな どの
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低木花粉、Compositae、 Umbelliferae、 物 肪賜 物 などの草本花粉の出現率が高い。

当遺跡の大型植物化石分析の結果 (鈴木 :1992)か ら、2%密 、2能α、4励体 の一部はそれぞれチョウセンゴ

ヨウ、アカエゾマツ、ハンノキ、ヤマハンノキから由来したことは明らかである。当時、本遺跡周辺には、 トウヒ

属、チョウセンゴヨウ、モミ属、ツガ属 (コ メツガ)な どの針棄樹やカバノキ属からなる森林があつたと推寮でき

る。アカエゾマツやハンノキなどの湿地林も存在した。しかし、陽光を好む 働η肱 や草本植物花粉が多いことか

ら、うっそうとした森林が広がっていたとは考え難く、湿地やハシバミ属などの低木を多く混じえたキク科、セリ

科、カラマツソウ属などの多い草原も広い面積を占めていたと考えられる。気候環境的には、現在に比べ寒冷で年

較差が大きく、降水量も比較的少ない内陸性の強いものであったろう。温量指数的には (吉良 11945)、 北海道中・

北部程度 (W155～ 60程度)であったろうが、年平均気温は少なくとも6～ 7℃以上低かったと推定される。

(2)縄文時代～近世 (16～ 2C層 )

主要な花粉・胞子のダイアグラムを第 3図に示す。16層上面から縄文時代、 9層より上層では弥生時代以降近世

に至る遺構が検出されているが、16～14層は花粉・胞子が少なく考察から除外する。

13～ 2C層 を通じて APは減少傾向を示す。各樹木花粉の出現率に極端な変化を見い出し得ないが、下部では

働 %熔 が最優勢でЯτ%s、 初η熔―ル溌θ%がこれに次ぐ。O%π然 、研吻笏―焼脆θ%は上層へ向って緩やかな

減少傾向を示すが、物 然 、物 姑 は逆にやや増力日する。物ゅ力努 は 10～20%の 出現率を推移し、4うみ  、

C働 吻ゼ拘α、O崩勁切、のεみ肋肋%9クSた も低率ながらほぼ糸迷続して出現する。このような出現傾向は、これまで

の富沢遺跡の花粉分析結果とほぼ同様である (畑中 :1982、 三好 :1982、 守田 :1987、 1988)。

現植生から判断すると、O防犯 塔 の母樹はミズナラとコナラが考えられる。これらはいずれも原生林伐採後の二

次林を形成する新樹種であるが、このうちミズナラは古い時代には一次林を形成していたと考えられている (日比

野 :1983)。 Я怒熔 は山地帯に生育するブナ (nι陀%α″ )と丘陵帯のイヌブナ (F,妙ο笏能)である。焼脆ο切 は

ケヤキ、物ゅ力熔 は大部分がアカシデから由来したものであろう。

ところで、これまで Qttιπ熔 の出現率に極端な変化がないこと、アカマツから由来したと考えられる Fι%2sが低

率であること、二次的植生によく認められる植物の花粉が少ないことから、植生に対する人為干渉は大きくなかっ

たと推定してきた (守田 :1987、 1988)。 今回、ブナ属花粉を区別したことにより、この推定に修正を力日える必要が

生じるようになった。すなわち、Fε紀%α力は 13層から上層に向って、ニカ知%ケιαも5層 まで、9ιιπパ の減少と

は逆に増加傾向を示す。このようにЯを%sが増加するには、次の二つの場合が考えられる。 1つは、実際にブナ属

が増加した場合である。しかし、上層に向って APの比率が減少していること、後述するように稲作が本格化する

ことを考慮すると、極相林を構成する要素の 1つであり、他の樹種より人為干渉に弱いとされるブナ属が実際に増

力日したとは考え難い。そこで、以下のように考えるのが妥当であろう。遺跡周辺の植生に人為が加わったものの、

アカマツの二次林が極端に拡大するほどではなく、ミズナラの一次林から萌芽などによってミズナラやコナラ等の

二次林が形成された場合、遺跡周辺から由来する 022π淋 花粉はそれまでより減少することになるであろう。その

結果、人為の影響が今だ及んでいない地域から飛来したイヌブナや、山地帯のブナから由来する花粉が相対的に増

カロすることとなる。このことは、APの士ヒ率の消長や、 5層以後の n″ 0%ゲθαの減少とともに吻 鉢 が増カロ傾向を

示すにもかかわらず、Fε陀%α″が依然として増力日傾向を示すこととも調和的である。植生に対する人間の干渉は次

第に大きくなっていったのであろう。近世まで、遺跡周辺の丘陵部には、ナラ類を主としケヤキ、アカシデ、イヌ

ブナなどからなる落棄広葉樹林が繁茂していたと言える。しかし、ミズナラの一次林がどの程度の広がりをもって

存在し、いつごろから二次林が多くなったかは不明である。また、これらの森林にカシ類が伴なっていたかどうは、

∽ιん協物%ψSλ の出現率が低く不明である。
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NAPでは、14～ 2C層を通じて、Gramineae(Wild type)と Cyperaceaeが多くを占めるが、Gramineac(0ク絡
type)は 11層 と9層より上層で認められ、 7層以上ではその出現率も高い。水田雑草に関連するものでは、4雄吻α

や翅 す加方αが低率ながら8層以降ほぼ連続して出現する。助 協%は 4層より上部で検出される。遺構の検出
からも明らかなように、9層の時代以後、この地点では確実に稲作が行なわれていたが、集約化が進んだのは 0ゅ忽α
typeの消長からみて遅くとも7層の時代以後のことと考える。特に、水田形態に関連して、乾燥した土地を好む

4ル%港力が 0ヮ紹 と同調するように 7層以後増加することは、乾田の利用という点から注目される。このような
結果は、28次調査の結果とも調和的である (守田 :1988)。 8a層および 11層の稲作については、この後さらに考
察する。

b.遺跡付近の植生

(1)H層の時代
11層における主要な花粉・胞子の出現率の平面的な違いを第 4～ 6図に示す。

APの比率も、樹木花粉の組成も地点間で大きな違いはない (第 4・ 5図 )。 このことはこれら樹木花粉が、遺跡

付近ではなく遺跡周辺の丘陵や、さらに遠距離の植生から由来したものであり、均―に散布され堆積したことを物

語っている。当時の丘陵部の植生については、既述したのでここでは省略する。

NAP・ FSは、いずれの分析地点でも全花粉・胞子の過半を占めるが、その組成は地点間で異なる (第 6図 )。
Gramineae(0ゅ zα type)は、遺跡の南西端で 15%出現しており、東北方向へ漸次減少傾向を示す。Gramineae(Wild

type)は、高い出現率を示すが、明らかな傾向を示さない。Cyperaceaeは遺跡の北部から東部にかけて、逆に、FS
は南部から西部にかけて高率で出現する。その他の非樹木花粉 。胞子で特徴のある出現 。変化は認められない。一

般に、非樹木花粉・胞子は樹木花粉に比べ生産量・散布力が劣ると考えられることから、地点間の出現率の違いは

当時の植生の局地的な違いを反映したものと判断される。本層では水田跡は一部で確認されており、Gramineae

(0ヮを,type)の出現率とその分布から判断すると、遺跡の南西端付近で稲作が行なわれていた可能性がある。また、

この発掘調査区内の大部分は、イネ科やカヤツリグサ科などを主とし一部ではシダ植物を多く混じえた車地であっ

たと考えられる。

(2)8a―④層の時代
8a―④層における主要な花粉・胞子の出現率の平面的な分布を第 7～ 9図に示す。
APの割合は、地点 29で 24%と 極端に低いのを除けば、多くても50%程度であり、多くは 35～45%の値を示す
(第 7図 )。 樹木花粉の組成は、地点 29でやや Fを熔 の割合が低いもののAPの割合ほど他地点と異なることはな
く、各地点とも類イ以の傾向を示す (第 8図 )。 このことは、11層の場合と同様に考察できる。 8a―④層では 11層
に比べ全般的に Fagusの値が増力日するが、その原因についても前述したので省略する。

非樹木花粉は地点間で違いが認められる (第 9図 )。 特に、水路跡に近い地点 28・ 29。 30・ 32でその傾向が著し

い①これらの地点ではGramineae(0ヮ認 type)の 出現率が低く、かわりにGramineae(Wild type)、 Cyperaceae、

FSのいずれかが相当の高率を占めており、これらの雑草が多く繁茂する環境であったことをうかがわせる。他の地

点では、地点 26を 除き、Gramineae(09zα type)は 全非樹木花粉・胞子の 5%以上を占めている。この値は、
すでに指摘しておいたように(守田 :1988)、 花粉分析による事前調査によって水田跡の有無を推定する手がかりと

なろう。ただ、現代の水田と比較すると相対的にGramineae(0ク zα type)の比率が低く、他の花粉・胞子の比
率が高い。これらの花粉のなかには、水田雑草の 4施紹α、S昭ゲサヵ力α、と%物た力などや畦畔雑草の r力s、 助滋吻吻

なども含まれる。こうしたことから、集約度が低く雑車の多い水田であったか、あるいは、水田としての利用期間
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が短かったため耕作土中にイネ花粉が集まらなかったものと推定される。ただし、現時点ではいずれの場合であつ

たのか判断できない。

今回の分析では、L″成施 %うιγがしばしば検出された。これは古い時代の二次堆積花粉であることは明白であり、

また、二次堆積花粉のうちの一部であることも疑いない。これ以外の二次堆積花粉は、現生種 との区別が困難なた

め、それとわからないのである。今回は、と力笏物ηうιγの出現率が低いので他の二次堆積花粉も多 くないと判断し

たが、沖積地では、多かれ少なかれこれらの花粉が含まれていると考えられるので、今後は、その区別や分析結果

への影響などに配慮が必要であろう。
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第 1図 11層の調査位置図
(● は花粉分析試料採凛地点)
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第2図  8a一④層の調査位置図
(● は花粉分析試料採取地点)
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第 2節 富沢遺蹟 (第 30次調査)の花粉分析
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3. メ4う,2s
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5。 Cり,力陶ιηα

6.沈 力%s

7.P″℃何ηα

8。 例夕π空叩 (位相差像 )

9.Bι励カ

10。 Cοタノ熔
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14.働ゅ力熔 純肋%θ立チ,(位 相差像 )

15.4腸盗″γ
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17.A紡熔

18. 物 %s,妙θ%'θα
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第 3節 樹種同定 (仙台市富沢遺跡第 30次調査出土材の樹種)

第 3節 樹種同 (仙台市富沢遺跡第 30次調査出土材
の樹種

パリノ・サーヴェィ株式会社

1.試料
受領した試料は、No.1～ 266の試料番号が付されていた。送付された試料表と対照したところ、No。 12・ 16・ 18・
23の 4点は同定試料そのものがなく、No.20・ 2Ⅲ 27は 2点ずつ存在していた。したがって、No 12・ 16・ 18・ 23の

4点 は欠番として扱い、重複試料は各 1点ずつを同定試料とした。同定試料は No l～ 266の内 262点 となる。試
料の大半はSD2、 S D10-古・ S Dll、 S D13の各濤に伴う杭とされるもので、他に木製品や木片 。自然木など
がある (第 1表参照)。 試料の出土層位は縄文時代から中・近世に及ぶとされているが判然としないものもある。

2.方法
弟J刀の刃を用いて試料の木口・柾目・板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum Chloral)で封入

し、生物顕微鏡で観察 。同定した。同時に顕微鏡写真図版 (写真 1～16)も 作製した。

3.結果
試料の中には収縮していたり劣化が進みすぎているため同定できないものもあったが、不確実なものも含め 240

点が以下の 32種類 (Taxa)に 同定された。試料の主な解音J学的特徴や現生種の一般的な性質は次のようなもので

ある。なお、( )のついた試料番号は同定の不確実なもの (類似種)を示している。

・カヤ (駒痛9ノα%クル 紹) イチイ科 No.1・ 4・ 10・ 29
早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞、樹脂道はない。放射仮道管はなく、分野壁孔

はトウヒ型 (Piceoid)～ ヒノキ型 (Cupressoid)で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～lo細胞高。仮道管内壁には
対をなしたらせん肥厚が認められる。

カヤは、本州 (岩手・山形県以南)・ 四国 。九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高木で、樹高 25～30mに もな
るが生育は極めて遅い。庭木として植栽されることも多く、いくつかの変・品種がある。その材は針葉樹としては

重い方で、強度は中程度、割裂性は大きく、加工は容易、保存性特に耐水性に優れる。建築・各種桶類 。木地・器

具・家具材など各種の用途が知られ、碁盤としては最高級品とされる。

・モミ属の一種 (4う泳 sp) マツ科 No.9・ H・ 17・ 21・ 22・ 26・ 27・ 247・ 249・ 250
早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射仮道管はなく、放

射柔細胞の末端壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁孔はスギ型 (TaxOdioid)で 1～ 4個。放射組織は単

列、 1～30細胞高。

モミ属には、モミ (4う″sヵ物鶴)、 ウラジロモミ (■ .力θttο妙港)、 アオモリトドマツ (4.物αttιsゲゲ)、 シラベ (4.

υι施力″)、 アカトドマツ似 .磁ど励ιゲ%ι%sぬ )の 5種があり、アカトドマツを除く4種はいずれも日本特産種である。
モミは本州 (秋田・岩手県以南)。 四国。九州の低地～山地に、ウラジロモミは本州中部 (福島県以南)・ 糸己伊半島・

四国の山地～亜高山帯に、アオモリトドマツは本州 (福島県以北)の亜高山帯～高山帯に、シラベは本州中部 (福
島県以南)・ 奈良県。四国に、アカトドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高山・寒冷

定
，
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地に生育する。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、保存性は低い。棺や卒塔

婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具・家具・建築材など各種の用途が知られている。

・ツガ属類似種 (cf.T髪印 sp) マツ科 No.31

早材部から晩材部への移行は緩やかで、年輪界は明瞭。樹脂細胞があり、樹脂道はない。放射柔細胞はじゅず状

末端壁をもつ。放射組織は単列、 1～15細胞高。放射仮道管が認められないため類似種とした。

ツガ属には、ツガ (盈響 s力う誠力)と コメツガ (空 ″υ終力腸 )の 2種がある。ツガは、本州 (福島県以南)。

四国 。九州に分布するが、日本海側には少なく、モミと混生し、尾根筋や傾斜地に生育することが多い。コメツガ

は本州・四国 。九州に分布するが、西日本には少なく、亜高山帯の代表的樹種の 1つ である。ツガの材はやや重硬

で、強度・割裂性は大きく、加工は容易ではなく、保存性は中程度である。建築・土木・装飾・建具・器具 。家具

材など各種の用途がある。

・マツ属 (複維管東亜属)の一種 管物雰 subgen.Dヵ ′οヮん%Sp) マツ科 No.115・ 129

早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、年輪界は明瞭①樹脂細胞はなく、樹脂道が認められる。放射組織は

仮道管、柔細胞とエピセリウム細胞よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野壁孔は窓状、

単列、 1～15細胞。

複維管東亜属 (いわゆる双棄松類)には、アカマツ 管物姑 虎%s"ο筋)、 クロマツ (2滋ク%b聖″)と琉球列島

特産のリュウキュウマツ (2蕨ι力2ι2sλ)の 3種がある。アカマツとクロマツは本州・四国・九州に分布するが、

クロマツは暖地の海沿いに多く生育し、また古くから砂防林として植栽されてきた。材は重硬で強度が大きく、保

存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具・家具材など広い用途が知られている。

・ ヒノキ属の一種 (C協吻α霞
"α

%sψ.) ヒノキ科 No.2・ (25)。 30

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って認められ、樹脂道はない。放

射仮道管はなく、分野壁孔はヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～15細胞高。No.25は劣化が進み分野壁孔

を十分観察できなかった。

ヒノキ属には、ヒノキ 働 陶α霞″αtt θttM)と サフラ (a ttλ披効)の 2種がある。ヒノキは本州 (福島県以

南)・ 四国。九州に分布し、また各地で植栽される常緑高木で、国内では現在スギに次ぐ植林面積を持つ重要樹種で

ある。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが、強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用途が知ら

れている。サワラは本州 (岩手県以南)。九州に自生し、また植栽される高木で多くの園芸品種がある。材は軽軟で

割裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが耐水性が高いため、構や桶にするほか各種の用途がある。

・ヤナギ属の一種 働 肱 sp.) ヤナギ科 No.32・ 34・ 35。 89・ 99・ 105。 143・ 144・ 145・ 146・ 147・ 150。

151・  153。  (155)・  159・  162・  163・  201・  260・ 261・  (266)

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布するが年輪界付近でやや管径を減少させる。横断面では精円形～や

や角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合する。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では網

目状となる。放射組織は異性、単列、 1～15細胞高。柔組織は随伴散在状およびターミナル状。年輪界は明瞭～や

や不明瞭。No 155。 266と も切片が 1年輪に満たないものであった。

ヤナギ属は国内に約 40種が知られ、種間雑種も多く分類の困難な植物群である。属としては全国に分布し、時に

植栽される落葉低木または高木である。水辺に生育するネコヤナギ 働 蕨 μπゲぬ妙力)や シダレヤナギ (S

426
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♭α妙み笏2)な どのほか、バッコャナギ G肋 膀ο)、 ノヤナギ (S.s2″″θs滋)な どのように乾燥した立地に生育
するものや、シライヤナギ (Ssカゲ筋″)、 コマイワヤナギ G夕zク娩 a)の ように岩場に生育するものもある。材
は一般に軽軟で、割裂性が大きく、保存性は低い。大径木が少ないため小細工物にする程度で、特に重要な用途は

知られていない。

・オニグルミ げは力%sαガ2%肋;軸) クルミ科 No l17・ 133・ 136・ (183)
散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管子しは単独および 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、単穿

孔をもつ。放射組織は同性～異性Ⅲ型、 1～ 4細胞幅、 1～40細胞高。柔組織は短接線状、周囲状および散在状。

年輪界は明瞭。No.183は切片が 1年輪に満たなかった。

オニグルミは北海道から九州までの川沿いなどに生育する落葉高木である。材の硬さは中程度、加工は容易で狂

いが少なく、保存性は低い。銃床として広く用いられるほか、各種器具・家具材などの用途も知られている。

・クマシデ属の一種 Qゅ 力熔 ψ.) カバノキ科 No.142・ 157・ 203。 (242)・ 254
散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 4個が複合する。横断面は楕円形、単穿孔をもち、壁孔は対列状～交互状に配

列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性III～ H型、 1～ 3細胞幅、 1～40細胞高のものと集合組織
よりなる。柔組織は短接線状およびターミナル状。年輪界は明瞭。No.242は板目面が十分観察できなかった。
クマシデ属は、イワシデ ⑫ ゅゲη熔 物紹α%励ου″ )、 イヌシデ (Gぬι力ο%ο誘″)、 アカシデ (C.厖物物陶)、 ク
マシデ (G免″%ゲεα)、 サワシバ (C.εο蒻2カ)の 5種が自生する。このうちクマシデ・サワシバは階段穿孔を持つ
ことで、前 3種 と区別できる。イワシデは本州 (中部地方)・ 四国。九州の石灰岩地に生育し、アカシデは北海道南

部 。本州 。四国。九州に、イヌシデは本州 (岩手県以南)。 四国。九州に生育する温帯性落葉高木～低木である。ア

カシデは山野に普通見られ、二次林の構成種でもある。材はやや重硬で、割裂性が小さく、曲木や木地、薪炭材な

どに用いられる。

・アサダ (彿拗 ″卸%ゲθα) カバノキ科 No.198。 (208)
散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、単穿孔をもち、内壁にらせん肥厚
が認められる。放射組織は (同性～)異性Ⅲ型、 1～ 4細胞幅、 1～30(50)細胞高。柔組織は短接線状。年輪界
はやや不明瞭。No.208は木口面が十分観察できなかった。

アサダは北海道 (中南部)。 本州・四国・九州に分布する落葉高木である。材は重硬で、割裂性は小さく、加工は

困難である。器具・家具・機械・建築材などに用いられ、強度を必要とする用途に適している。

・カバノキ属の一種 (励蕨ル sp.) カバノキ科 No 263

散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、階段穿孔をもち、段 (bar)数は 10～ 20、 壁孔

は密に対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、 1～ 4細胞幅、 1～30細胞高。柔組織はターミナル状および

散在状～短接線状。年輪界はやや不明瞭。

カバノキ属は、シラカンバ (D蕨励少物″妙肋 varヵ″究tca)、 ダケカンバ (aι夕笠タタαη″)な ど11種が自生し、
主として本州中北部・北海道の山地・高山・寒冷地などに生育する落葉高木～低木である。このうちミズメ (a
p鶴能)は 日本固有種で、本州 (岩手県以南)。 四国。九州の山地に生育する。ミズメの材は重硬・強靭で、加工は
困難ではなく、各種の道具・器具材、木地・家具材などに用いられる。
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。ブナ属の一種 (Яぞ%s sp.) ブナ科 No.141・ 152・ 175・ 181・ 182・ 186・ 200・ 211

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2～ 3個が複合、横断面では多角形、単および階段穿孔をもち、階段穿

孔の段数は 10前後。放射組織は同性～異性m型、単列、数細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状

および散在状。年輪界は明瞭～やや不明瞭。

ブナ属には、ブナ (Я箸%sσ陀%α″)と イヌブナ (nヵ″%ゲθα)の 2種がある。ブナは北海道南西部 (黒松内低地

帯以南)。 本州・四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)。 四国 。九州の主として太平洋側に分布する。イヌ

ブナのほうがブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落をつくることはない。ブナは日本の冷温帯落

葉樹林を代表する樹木で、かつては東日本の山地に広く生育していた。材はやや重硬で、強度は大きいが力日工はそ

れほど困難でなく、耐朽性は低い。木地 。器具・家具・薪炭材などの用途があった。

・コナラ属 (ヨ ナラ亜属コナラ節)の一種 (Oクつπtt subgen,L砂″力α励%熔 Sect,P瓶第 sp.) ブナ科

No. 6 ・ 137・  165・  166・  167・  168・  169・  170・  171・  172・  173・  184・  188・  190・  191・  196・  205・

206・  207・  210・  213・  251

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管は横断面

では円形～楕円形、小道管は横断面では多角形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との

間では概状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状お

よび短接線状。年輪界は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熱するグループで、モン

ゴリナラ (O%ιπ然 吻ο夕2gθ防の とその変種ミズナラ (O ttοηgο′ゲοα%佐 g知郎杏クη9カ )、 コナラ (O.sι″―α″)、

ナラガシワ (O.α厖%α )、 カシワ (O.諺 %勿力)と いくつかの変・品種を含む。モンゴリナラは北海道。本州 (丹波

地方以北)に、ミズナラ・カシワは北海道・本州・四国。九州に、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四国。

九州に分布する。このうち平野部で普通に見られるのはヨナラである。ナラは樹高 20mに なる高木で、古くから薪

炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械 。構材などの用途が知ら

れ、薪炭材としてはクヌギ (O.αθ妨溢滅α)に次ぐ優良材である。

・コナラ属 (ヨ ナラ亜属クヌギ節)の一種 (O%ιπクs subgen.Lψ ″θうα協%熔 Sect.助燃 sp.) ブナ科 No 20・

28。  167・  185。  192・  195。  202・  212・  215。  223・  259

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。大道管は横断面

では、円形、小道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との

間ではtlI状となる。放射組織は同性、単列、 1～20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接

線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、ヨナラ亜属の中で果実が 2年目に熟するグループで、クヌギとアベマキ (O%励 ケ燃 )の 2種が

ある。クヌギは本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九州に、アベマキは本州 (山形・静岡県以西)。 四国・九州 (北

部)に分布するが、中国地方に多い。材の解剖学的特徴のみで両者を区別することはできないが、試料はクヌギで

ある可能性が高い。クヌギは樹高 15mに なる高木で、材は重硬である。古 くから薪炭材として利用され、人里近 く

に萌芽林として造林されることも多く、薪炭材としては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材、悟

木などの用途が知られる。

クリ (Cαs″%ια ε定%α力)
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95。 96・ 110・  118・ 119。 122・ 127・ 132・ (135)。  176・  177・ 197・ 234・  238・ (252)。  257・  258

環孔材で孔圏部は 1～ 4列、孔圏外でやや急激に管径を減じられたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道管

は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角張った楕

円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は

同性、単 (～ 2)ア」、 1～15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。No.252は組織が押しつぶ

されていた。

クリは北海道南西部 。本州・四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で強度

は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具 。薪炭材、悟木や海苔粗柔などの用途

が矢日られている。

・エレ属の一種 (3硫姑 sp。 ) ニレ科 No.138

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線 。斜方向の紋様をなす。

大道管は横断面では円形～楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁

孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1～ 6細胞幅、 1～40細胞高、柔

組織はターミナル状および周囲状。年輪界は明瞭。

エレ属にはアキエレ (3税熔 夕″力ん協 )、 ハルニレ (〕 力知%んα)、 オヒョウ (〕 力ε励カカ)の 3種がある。

アキニレは本州 (長野・静岡県以西)。 四国 。九州に、ハルニレ・オヒョウは北海道 。本州 。四国 。九州に生育する

が、ハルニンは北海道 。本州北部に多く、オヒョウは北海道に多いが他の地域では少ない。ハルニレの材は中程度

～やや重硬で、割裂性は小さく、カロエはやや困難、保存性は低い。器具 。家具・建築材などに用いられる。

・ケヤキ 陸 跨θυα sク紹力 ) ニレ科 No.(134)。 220

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。

大道管は横断面では円形～楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿孔をもち、壁

孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、1～10細胞幅、1～30細胞高

であるが、時に 60細胞高を越える。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。No。 134は細胞壁の劣

化のためからせん肥厚が確認できなかった。

ケヤキは本州 。四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、時

に樹高 50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、力日工は困難ではなく、耐朽性が高く、木理が美しい。

建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広棄樹材の中で最良のものの一つに

上げられる。

・エノキ属類似種 (cf.助肱 sp.) エレ科 No.8
環孔材で孔圏部は 1列、大道管は横断面では楕円形、ほとんど単独、小道管は複合する。道管は単穿孔をもち、

小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～10細胞幅、 1～30細胞高で、輪細胞 (sheath

ce■ )が認められる。試料はぬか目材で小道管の配列が観察できなかった。

エノキ属にはエゾエノキ (C房除 ルzθι%sλ )、 エノキ (C.sゲ %ι%sλ varデ妙θ%ゲια)、 コバノチョウセンエノキ (G

″υιゲ焼ゲ)、 クヮノハエノキ に .う0%力ι%sλ )の 4種がある。エゾエノキは北海道 。本州・四国。九州に、エノキは

本州・四国。九州に普通にみられる。コバノチョウセンエノキは本州 (近畿地方以西)。 四国・九州・琉球に、クワ

ノハエノキは山口県 。九州西部・琉球 。小笠原に稀に生育する。エノキは東北地方にはやや少ないが、平地から丘
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陵地に普通にみられ、また神社や街道沿いに植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強度はやや小さい。耐

朽性も低く、材質的には劣るため、雑用材、薪炭材などの用途があるだけである。

・ヤマグワ (フιFθttsう躍 妙どλ) クワ科 No 15・ 229

環孔材で孔圏部はやや不明瞭、晩材部へ向かって管径を漸減させたのち塊状に複合する。大道管は横断面では楕

円形、単独または 2～ 3個が複合、小道管は横断面では多角形で複合管孔となる。道管は単穿孔をもち、小道管内

壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性H～Ⅲ型、1～ 6細胞幅、1～50細胞高で、しばしば結晶を含む。

柔組織は周囲状～翼状および散在状。年輪界は明瞭。

ヤマグワは北海道・本州 。四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木で、多くの園芸品種があり養蚕

に利用されている。材はやや重硬で強靭、加工はやや困難で、保存性は高い。装飾材や器具・家具材として用いら

れ、樹皮は和紙の原料や染料となり、果実は食用となる。

・モクレン属の一種 (詭螂 οtt sp.) モクレン科 No(24)。 109

散孔材で横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2～ 4個が放射方向に複合する。道管は単穿孔をもち、

壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状 となる。放射組織は異性Ⅱ型、 1～ 2細胞幅、

1～40細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界は明瞭。No.24は劣化が進んでいる。

モクレン属は、ホウノキ ('И偲%ο tt οうθυα力)、 オオヤマレンゲ (フИ s″うο″ゲケ)、 タムシバ (フИ s″″力婉 )、 コ

ブシ (Z ttθうπs)、 シデコブシ (肱 s″協″ )の 5種が自生する。ホオノキ・ コブシは北海道から九州の適専閏～湿

性地に生育するが、コブシは西日本にはやや少ない。タムシバなどは産地が限られたり、稀であったりする。ホオ

ノキの材は軽軟で、割裂性が大きく、加工は極めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築・家具・建具材など

のほか、指物・木地 。下駄歯・刃物輪など特殊な用途が知られている。また木炭は金・銀・銅・漆器の研磨に用い

られた。コブシの材は、ホオノキに似るがやや硬く、ホオノキより劣るものとされ、ホオノキに準じた使われ方を

する。

・ウツギ属の一種 (Dιク滋力sp) ユキノシタ科 No.45・ 46・ 47・ 48・ 49・ 50・ 51・ 52・ 53・ 54・ 55。 56・ 57・

58・ 59・ 60・ 63・ 64・ 65・ 66・ 67・ 68・ 69・ 70・ 71・ 72・ 73・ 74・ 76・ 77・ 78・ 79・ 80。 81・ 97・  100・  101・  102・

103・  104・  107・   112・  123・   131・  139

散孔材で、横断面では多角形、単独まれに複合する。道管は階段穿孔をもち、段数は 20～ 30、 壁孔は小型で交互

状に配列、放射組織との間では舗状となる。放射組織は大型で異性 H型、 1～ 4細胞幅、輪細胞が認められる。柔

組織はほとんど日立たない。年輪界は不明瞭。

ウツギ属には、ウツギ (Dι叛滋 ε陀%α″ )、 ヒメウツギ (D.7πゲぬ )な ど約 5種がある。いずれも落棄低木で

ある。ウツギは各地で普通にみられ、ヒメウツギ・マルバウツギ (D.s翻う筋 υαtt s切う解 )が本州 (関東地方以西)・

四国 。九州にみられるほかは産地が限られる。ウツギは生け垣として植栽されることもある。材は重硬で害↓裂性は

大きく、木釘・呑口・楊子などに用いられる。

・サクラ属の一種 ば吻%avs sp)バ ラ科 No.121

環孔性を帯びた散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が複合、晩材部へ向かつて管径を漸

減させる。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、

1～ 8細胞幅、 1～30細胞高。柔組織は周囲状および散在状。年輪界はやや明瞭。
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サクラ属には、ヤマザクラ (物η雰 力η盗蕨%陶 )や ウワミズザクラ (P.gη叩%α)な ど15種が自生し、多く

の変・品種がある。また、モモ (2クゼ体減 )やスモモ (Rw肪励α)な どは古い時代に伝えられ栽培されている

ものもある。多くは落葉性の高木～低木である。このうちヤマザクラは、本州 (宮城・新潟県以南)。 四国。九州の

山野に分布する落葉高木で、材は中程度～やや重硬・強靭で、加工は容易、保存性は高い。各種器具材をはじめ、

機械・家具・楽器・建築・薪炭材など様々な用途が知られている。また樹皮は樺皮細工に用いられる。

・ ヨクサギ (0ゅ筋 デ妙θ%εεα) ミカン科 No 178・ 193・ 194・ 217・ 218・ 219・ 221・ 225。 226。 227・

230・  231・  232・  233・  235・  236。  237・  240・  241・  243・  246

紋様孔材で、道管は複合し火炎状、X字状などに配列する。横断面では多角形、単穿孔をもつ。放射組織は異性

H型、単 (～ 2)列、 1～20細胞高。柔組織はターミナル状。年輪界はやや明瞭。

コクサギは本州 。四国 。九州の丘陵地に生育する落葉低木で、石灰岩地では群生する。低木であるため材の用途

は特に知られていない。

・シラキ 碗 励物 デ妙θ%〃筋吻) トウダイグサ科 No.(130)。 (154)。 160。 187

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に分布する。横断面では角張った楕円形、単独および 2～ 5個が複合する。

単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では網目状となる。放射組織は異性、 1(～ 2)列、 1～40

細胞高。柔組織は散在状および短接線状。年輪界はやや不明瞭。No.130はやや劣化が進んでいる。No.154は 年輪

幅が狭 く道管の配列から受ける印象が標本とは異なる。

シラキは本州 (岩手県南部・山形県以南)・ 四国。九州・琉球の陽好地などにやや普通な落葉小高木である。材は

やや重硬であるが、加工は困難ではなく、仕上げは良好である。大径木が少ないため、薪炭材として普通なほか小

細工物・小器具材などに用いる。

・ヌルデ (R力姑 力υα絡ゲ能 ) ウルシ科 No.116・ 126・ (158)。 (262)

環孔材で孔圏部はやや不明瞭。大道管は横断面では楕円形、単独、小道管は横断面では楕円形～やや角張り、 2

～ 3個が複合、複合部は厚くなる。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、小道管内壁はらせん肥厚が認めら

れる。放射組織は異性Ⅲ～H型、 1～ 4細胞幅、 1～40細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

No.158は組織がつぶれている。No.262は らせん肥厚が認められなかった。

ヌルデは北海道 (石狩以南)か ら琉球の山野に普通にみられる落葉小高木である。材は軽軟～中程度で、加工は

容易、耐朽性が高い。器具材や旋作・薪炭材として用いられるほか、杭や浮子 としての用途も知られる。

・カエデ属の一種 (4どつγ sp.) カエデ科 No 13・ 39・ 148・ 149。 161・ 164。 199・ 204・ 222・ 253

散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管

は単穿子しをもち、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、1～10細胞幅、

1～30細胞高で時に 100細胞高を越える。柔組織はターミナル状、周囲状または随伴散在状。年輪界はやや不明瞭。

カエデ属には、イタヤカエデ (4ειγ ttO%0)や イロハモミジ (4.クα′%α蕨物 )な ど約 25種が自生し、また多

くの品種があり植栽されることも多い。属としては琉球を除くほぼ全土に分布する落葉高木～低木である。一般に

材はやや重硬・強靭で、加工はやや困難、保存性は中程度である。器具 。家具・建築・装飾 。旋作・薪災材などに

用いられる。
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・ケンポナシ (rf9ク2%ヵ ″%κλ) クロウメモドキ科 No.214
環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減する。大道管は横断面では楕円形、単独、

小道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独および放射方向に 2～ 3個が複合する。道管は単穿孔をもち、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、 1～ 5細胞幅、 1～50細胞高。柔組織は周囲状～翼状、散在

状およびターミナル状。年輪界はやや明瞭。

ケンポナシは北海道 (奥尻島)。 本州・四国。九州に自生する落葉高木で、時に植栽される。材の重さ。硬さは中

程度で、力日正は容易、材質は良好である。このため建築装飾材・家具材として賞用され、器具・楽器・旋作・薪炭

材などにも用いられる。

・サカキ類似種 (cf.C力ι紹 力知%励) ツバキ科 No.264
散孔材で横断面では多角形、単独または2～ 3個が複合する。道管は階段穿孔をもち、段数は 20前後。放射組織

は異性、単列、 1～ 20細胞高。柔組織は散在状。年輪界は不明瞭。

サカキは、本州 (新潟・茨城県以西)。 四国・九州・琉球に自生するとされる常緑高木で、暖温帯常緑広葉樹林 (照

葉樹林)の構成種であり、神社などに植栽される。このため本来の自生北限は明らかではない。材は重硬・強靭で、

割裂しにくく力日正は困難。建築・器具材としても用いられるが、薪炭材として一般的である。枝葉を玉串として用

いることでも知られる。

・ヤマウコギ (42%励ψα%筋 ψ力οS祢 ) ウコギ科 No.H4
環孔性を帯びた散孔材で、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が斜～放射方向に複合、晩材部に向

かって管径を漸減させる。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性H型、 1～ 8細胞幅、

数細胞高のものから広放射組織まである。柔組織は散在状。年輪界はやや明瞭。

ヤマウコギは、北海道西南部 。本州・四国の山野に普通の落葉低木で、時に生け垣として栽培される。材は重硬

であるが、小径であるため用途は特に知られていない。

・エゴノキ属の一種 (S勒窃 sp.) エゴノキ科 No.38・ 86・ 224・ 228・ 245・ 248・ 256

散孔材で、横断面では楕円形、 2～ 4個が複合または単独で、年輪界付近で管径を減ずる。道管は階段穿孔をも

ち、段数は 5～ 10、 壁孔は小型で密に交互～対列状に配列、放射組織との間では節状となる。放射組織は異性 H型、

1～ 3細胞幅、 1～30(50)細胞高。柔組織は短接線状および散在状。年輪界は不明。

エゴノキ属にはエゴノキ 岱砂勧 ブ妙ο%んα)、 ハクウンボク (dθ肋邸力)、 コハクウンボク (ds力加滋効α)の 3

種がある。エゴノキは北海道 (渡島)。 本州・四国 。九州・琉球に、ハクウンボクは北海道 (北見・石狩以南)・ 本

州 。四国。九州に、コハクウンボクは本州 (栃木県以南)・ 四国。九州に分布する落棄高木～低木である。材はやや

重硬で割裂しにくく、加工はやや容易、旋作・器具・薪炭材などに用いられる。

・ トネリコ属の一種 働 励密 sp。) モクセイ科 No.174・ 189。 (209)・ 265

環孔材で孔圏部は 1～ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。横断面では円形～楕円形、単独または

2個が複合、複合部は厚くなる。道管は単穿孔をもち、壁孔は小型で密に交互状に配列、放射組織との間では網目

状～舗状となる。放射組織は同性 (～異性Ⅲ型)、 1～ 3細胞幅、 1～20細胞高。柔組織は周囲状およびターミナル

状。年輪界は明瞭。No.209は組織がつぶれていた。

トネリコ属には、シオジ 助 焼雰クカ物
"θ
り)、 トネリコ (Fチ妙θ%ゲθα)、 アオダモ (F力軽協θsα)な ど約 8
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種が自生する。このうちヤマ トアオダシモ (nんんgtc%ψぬ)。 マルバアオダモ (Rs″うθ′″歩α%α )・ アオダモは北海

道 。本州・四国 。九州に、ヤチダモ (F ttα%ぬカクカιρ var.鬼″%″α)|ま北海道 。本州 (中部地方以北)に、 トネ

リコは本州 (中部地方以北)に、シオジは本州 (関東地方以西)・四国。九州に分布する。いずれも落葉高木である。

材の性質は種によって異なるが、一般には中庸～やや重硬で、朝1生があり、加工は容易で、建築 。器具 。家具・旋

作・薪炭材などの用途が知られる。

・ニワトコ e%う %εtt s″ぅο
"力
%α)ス イカズラ科  No.19・ 40。 41・ 42・ 44

散孔材で、横断面では多角形、 2～ 5個が複合または単独で、接線方向に配列することがある。道管は単穿孔を

もつ。放射組織は異性Ⅱ型、 1～ 4(6)細 胞幅、 1～30細胞高。年輪界は不明瞭。
ニワトコは北海道から九州の山野に普通な落葉低木～小高木で、ときに植栽される。御幣など民族的には重要な

用途があり、若葉は緑肥 とされ、花は民間薬 として利用されたが、材の用途には重要なものはない。

・イネ科タケ亜科の一種 (Gramineae subfam.BambusOideae sp) No.108

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科 (タ ケ・ササ類)に は多数の種が含まれるが、解剖学的には区別できない。

以上の同定結果を出土遺構 。層位や用途などとともに一覧表で示す (表 1)。

4.考 察

木製品とされるもの 20点のうち、その用途が明らかなものは 3点にすぎない (第 1表 )。 ただ、針葉樹が半数以

上を占めていることや現在でも有用材とされる広葉樹種が少なくないことから、加工性や仕上がりの良さを意識し

た用材選択があったものと思う。

試料の大半は杭とされているが、近世とされる2c層 のSD2、 古墳時代とされる8a―④層のS D10-古・S Dll

およびS D13出上の各杭列のものの試料数が圧倒的に多い。このうちSD2出土杭列はウツギ属とクリの占める割
合が高い。一方、同じ古墳時代のものとされるS D10-古 。S Dll試料とS D13試料の間では、試料数は同じであ

るのに前者ではヨナラ節とヤナギ属が多いのに対し後者ではヨクサギが多く、また一方でのみ認められる種類も少

なくないなどの違いが認められる。また、クリは数点認められるもののSD2杭列で最も多かったウツギ属は両者
ともまったく認められてはいない。ただ、こうした異同が何を示しているかはわからない。

また上言己杭列試料ではウツギ属やコクサギなどの潅木類の点数が過半数を占め、 S D10-古・ S Dllの 8層出土

試料を除いては高木性樹種の占める割合は高くない。この点はクリを主として濯木類のほとんど認められなかつた

富沢遺跡第15次調査出土試料 (高橋 :1987)と も異なっている。

引用文献

高橋利彦 (1987): 「富沢遺跡出土材同定」『富沢―仙台市都市計画道路長町・折立線建設に伴なう富沢遺跡第15次発掘調査報告書』

『仙台市文化財調査報告書』第 98集 仙台市教育委員会 P397～ 412
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雰雪1 30欠調査 出土材 の樹檀
試料番号 用 途 調 査 区 出 土 層 位 ・ 遺 構 樹 種 遺物番号 備   考

1 木製品 I区―K-3 6層 カ ヤ

木製品 1区 ―K-3 6層 ヒノキの一種

木製品 I区 ―K-3 6層 ク リ

木製品 (大足 ) I区 ― J-3 7層

木製品 V区 ―H-4 2C層

木製品 V区 ―H-4 2C層 コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

7 木製品 (錘具 ) Ⅲ区 ―H-7 2C層・ SD2堆 積土 広棄樹 (環孔材 )

木製品 I区 ―K-2 7層 エノキ類似種

木製品 区―K-2 7層 モミ属の一種

木製品 I区―K-2 7層 カ ヤ

木製品 I区―K-2 7層 モ ミ属の一種

欠番

杭 IV区 ― F-8 13層 カエデ属の一種

木材 Ⅳ区―E-7 13層 ク リ

木製品 (大足 ) Ⅳ区―E-7 8a一④層 ヤマグワ

欠番

17 杭 Ⅲ区―■-7 8a―④・ s D 10-古 。S D ll分岐点の杭群 モミ属の一種

欠番

木材 W区―H-8 8a―①層・SD 10-古 。SD ll分 岐点周辺木材等 ニフトコ

木製品 IV区 ―H-6 8a―④層 コナラ属ヨナラ亜属 クメギ節の一種

21 木製品 IV区 ― H-6 8a―④層 モ ミ属の一種 1519

木製品 IV区 ―H-6 8a― ④層 モミ属の一種

欠番

杭 III区 ― I-7 8a―④層・ S D 10-古 。SD ll分 岐点の杭群 モクレン属類似種

木材 IV区 ―F-7 8a―④層。S D 13周辺の木材 ヒノキ属類似種 1574

IV区 ―E-6 8C層 モ ミ属の一種 木片

27 木製品 Ⅲ区― J-8 9・ 10層 モミの一属

木製品 H区―H-9 8a―④層 ヨナラ属 コナラ亜属クヌギ節の一種 1672

木製品 V区一E-3 8a―④層 カ ヤ

木製品 V区― F-3 8a―④層 ヒノキ属の一種

木製品 I区 ―J-3 7層 ツガ属類似種

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区―H-3 2C層・ SD2杭 列第 1群 広粟樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 1群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-2 2 C層 。SD2杭 列第 2群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区 ―■-2 2C層・ SD2杭 列第 2群 エゴノキ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 カエデ属の一種 4

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 ニフトコ 3

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2群 ニフトコ 2

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2辞 ニフトコ 1

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-3 2C層 ,SD2杭 列第 2群

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ― H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種 1966

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種 1973

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層 ,SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 2C層・ SD2抗 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ― H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種
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試料番号 用 途 調 査 区 出 上 層 位 ・ 遺 構 樹 種 遺物番号 備   考

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種 1155

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

61 杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 広葉樹 (散孔材 ) 1129

杭 V区 一H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層・ SD2抗 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区― H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2 C層・ SD2杭 列第 2辞 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2 C層 。SD2杭 列第 2辞 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

抗 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 ,SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2 C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種 2000

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ク リ 1066

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 ク リ 1065

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2杭 列第 2群 タ リ

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 エゴノキ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水 口杭群 クリ

杭 V区 ―H-3 3層・ 第 水口杭群 ク リ

杭 V区 ―H-3 3層・第 1水口杭群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層・第 1水口杭群

杭 V区― H-3 3層・第 1水口杭群 ク リ

杭 V区 ―H-3 3層・第 1水口杭群 ク リ

Fn‐ V区―H-3 3層・第 水口杭群 ク リ 106

杭 V区―H-3 3層・第 1水口杭群 ク リ

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水口杭群 ク リ

杭 V区 ― H-3 3層・第 1水 回杭群 ク リ

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水 口杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層・第 水口杭群 広棄樹 (環孔材 )

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水口杭辞 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層・ 第 1水 口杭群 ウツギ属の一種 41

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水 回杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水口杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H― 3層 。第 1水 口杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層・ 第 1水口杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-3 3層 。第 1水口杭群 ヤナギ属の一種

杭 V区―H― 3層・第 1水口杭群 広葉樹 (環孔材 )

107 杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点杭群 ウツギ属の一種

杭 V区―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点杭群 ネ科タケ亜科の一種

杭 V区―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点杭群 モクレン属の一種

杭 V区―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点杭群 リ 1062

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点杭群 広葉樹 (散孔材 ) 1063

杭 V区―H― コ 2C層・ SD2・ SD6分 岐点杭群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点杭群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点杭群 ヤマウコギ 1056



第 8章 自然科学的分析

試料番号 用 途 調 査 区 出 土 層 位 ・ 遺 構 樹 種 遺物番号 備   考

5 杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点杭群 マツ属複雑管束亜属の一種 l144

6 杭 V区 ― H―

“

2C層 ,SD2・ SD6分 岐点杭群 ヌルデ

7 杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点杭群 オニグルミ

8 杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 ク リ

9 杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点木材群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層 ,SD2・ SD6分 岐点木材群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 サクラ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点木材群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点木材群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 広葉樹 (散孔材 )

杭 V区―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 ヌルデ

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層 。SD2,SD6分 岐点木材群 広棄樹 (散孔材 )

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 マツ属複雑管束亜属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 ンラキ類似種

杭 V区 ― H-4 2C層・ SD2周 辺出土杭 ウツギ属の一種

杭 V区 ―H-5 2C層・ SD2周 辺出土杭 ク リ

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2・ SD6分 岐点木材群 オニグルミ

杭 V区―H-5 2C層・ SD2周 辺出土杭 ケヤキ類似種

杭 II区 ― I-8 4層 。第 6水口周辺杭 クリ類似種

杭 V区 ― H-4 2C層 。SD2・ SD6分 岐点木材群 オニグルミ

杭 V区 ―H-5 2C層・ SD2周 辺出土杭 ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

杭 III区 ―H-8 8a―④層・ SD 10・ SDH分岐点杭群 ニレ属の一種

杭 V区 ―H-4 2C層・ SD2杭 列第 2群 ウツギ属の一種

杭 V区 ―F-2 8a―④層。SD 10-古杭列 区)第 2群 広葉樹 (散孔材 ) 2294

杭 V区 ―F-2 8a―①層・SD 10-古杭列 区)第 2群 ブナ属の一種 2295

杭 V区 ― F-2 8a―④層・SD 10-古杭列 (V区 )第 2群 クマシデ属の一種 2296

杭 V区 ― F-2 8a―④層・S D 10-古杭列 区)第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区― F-2 8a―①層・S D 10-古杭列 区)第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―G-2 8a―④層・ S D 10-古杭列 区)第 4群 ヤナギ属の一種 2264

杭 V区 ―G-2 8a―④層。S D 10-古杭列 区)第 4群 ヤナギ属の一種 2269

杭 V区 ― F-2 8a―④層。S D 10-古杭列 (V区 )第 1群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ― F-3 8a―①層・S D 10-古 杭列 (V区 )第 1群 カエデ属の一種

杭 V区 ― F-3 8a―①層・S D 10-古杭列 区)第 1群 カエデ属の一種

杭 V区 ―G-3 8a―④層・S D 10-古杭列 区)第 2群 ヤナギ属の一種 2272

1 杭 V区 ―G-3 8a―④層・ S D 10-古杭列 区)第 2群 ヤナギ属の一種 2273

杭 V区 ―G-3 8a―④層・ S D 10-古 杭列 区〕第 4群 ブナ属の一種 2271

杭 V区 ―G-3 8a―④層。S D 10-古杭列 (V区 )第 2群 ヤナギ属の一種

杭 V区 ―G-3 8a―④層。S D 10-古杭列 (V区 )第 2群 ンラキ類似種 2208

杭 V区 ―G-3 8a―①層 ,SD 10-古杭列 区)第 2群 ヤナギ属類似種 2207

杭 V区 ―G-3 8a―④層・S D 10-古杭列 区 第 2群 広葉樹 (散孔材 ) 2275

57 杭 V区 ―G-3 8a―①層・SD 10-古杭列 区 第 2群 クマンデ属の一種 2205

杭 V区 ―G-3 8a―④層・S D 10-古 杭列 区)第 2群 ヌルデ類似種 2307

杭 V区 ―G-4 8a―④層・S D 10-古杭列 区)第 3辞 ヤナギ属の一種 2279

杭 V区 ―G-4 8a―④層。S D 10-古杭列 (V区 )第 3群 シラキ 228]

杭 V区 ―H-4 8a―④層・ S D 10-古杭列 区)第 3群 カエデ属の一種

杭 V区 ―H-5 8a―①層・SD 10-古杭列 区 第 3群 ヤナギ属の一種 2323

杭 m区 ―H-8 8a―④層。S D 10-古・SD 1分岐点の杭群 ヤナギ属の一種

杭 III区 ―H-7 8a―④層・SD 10-古・SD I分岐点の杭群 カエデ属の一種

杭 III区 ―H-7 8a―④層・ S D 10-古 。SD■ 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

木材 III区 ―H-8 8a―④層・S D 10-古・SD■ 分岐点の木材群 コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

杭 Ⅲ区― I-8 8a―④層・ S D 10-古 ,S D ll分 岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

杭 III区 ― I-7 8a―④層・ S D 10-古・S D ll分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属 コナラ節の一種

杭 Ⅲ区― I-7 8a―④層。S D 10-古・S D ll分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属 コナラ節の一種

杭 Ш区―H-7 8a―④層。S D 10-古・S D ll分岐点の杭辞 ヨナラ属ヨナラ童属コナラ飾の一種

171 杭 Ⅲ区―H-7 8a―④層。S D 10-古・S D ll分岐点の杭群 コナラ属ヨナラ亜属 ヨナラ節の一種



第 3節 樹種同定 (仙台市富沢遺跡第 30次調査出土材の樹種)

試料番号 用 途 調 査 区 出 上 層 位 ・ 遺 構 樹 種 遺物番号 備  考

杭 Ⅲ区―H-7 8a―①層。S D 10-古 。SD ll分 岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

173 杭 III区 ―H-7 8a―④層・ S D 10-古 。SD ll分 岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

杭 m区―■-8 8a―④層・ S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 トネリコ属の一種

杭 III区 ―H-8 8a―①層・ S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 ブナ属の一種

176 抗 m区―H-8 8a―④層・ S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 ク リ

177 杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層・S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 ク リ 1507

杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層・S D 10-古 ・SD 分岐点の杭群 コクサギ

杭 H区―H-8 8a―④層・SD 10-古・SD 分岐点の杭群 広菜樹 (散孔材 )

杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層・SD 10-古・SD 分岐点の杭群 広葉樹 (散孔材 )

杭 m区 ― H-8 8a―④層・SD 10-古・SD 分岐点の杭辞 グナ属の一種

杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層・SD 10-古・SD 分岐点の抗群 グナ属の一種

杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層,S D 10-古・SD 分岐点の杭群 オニグル ミ類似種

杭 Ⅲ区― I-8 8a―④層・SD 10-古・SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

杭 皿区 -1-8 8a― ④層 。SD ―古 。SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節の一種

杭 Ⅲ区―H-8 8a―④層。SD 10-古・SD 分岐点の杭群 ブナ属の一種 1412

杭 III区 ― I-8 8a―④層,S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 シラキ 1413

杭 皿区― I-8 8a―①層。SD ―古・ SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

抗 Ⅲ区―H-8 8a― ④層・ SD ―古・ SD 分岐点の杭群 トネ リコ属の一種

杭 m区 8 8a― ④層・ S D 10-古・ SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属 ヨナラ節の一種 1417

抗 III区 ― I-8 8a―④層・ S D 10-古・ SD 分岐点周辺の杭群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

杭 III区 ― I-8 8a―①層・ S D 10-古・ SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

杭 Ⅲ区― I-8 8a―④層。S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 コクサギ

杭 lV区 ―H-6 8a―①層・ S D 10-古 杭列 (IV区 ) コクサギ

杭列 V区 ― F-4 8a―④層・V区出土杭 (SD 10-古周辺) ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 2200

木材 皿区―H-7 8a―④層・S D 10-古・SD 分岐点の木材群 ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 1377

木材 III区 ―H-7 8a―④層。S D 10-古 。SD 分岐点の木材群
木材 Ⅲ区―H-7 8a―①層。S D 10-古 。SD 分岐点の木材群 アサダ

木材 III区 ―H-7 8a―①層・ S D 10-古・SD 分岐点の木材群 カエデ属の一種 1381②

木材 HI区 ―H-7 8a―④層・S D 10-古 ・SD 分岐点の木材群 ブナ属の一種 138卜①

木材 H区 ―H-7 8a―④層。S D 10-古 ・S D ll分岐点の木材群 ヤナギ属の一種

木材 皿区―H-7 8a―④層。SD 10-古 。SD 分岐点の本材群 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 1385

木材 皿区―H-7 8a― ④層 。S D 10-古 。SD 分岐点の木材群 クマンデ属の一種 1387②

木材 Ⅲ区―H-7 8a―④層・S D 10-古 ・SD 分岐点の木材群 カエデ属の一種 1387①

木材 H区―H-7 8a―④層・S D 10-古 。SD 分岐点の木材群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

木材 III区 ―H-3 8a―④層・S D 10-古 ・S D ll分岐点の木材群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

木材 III区 ― I-8 8a―④層・ S D 10-古・ S D ll分岐点の木材群 コナラ属コナラ亜属 コナラ節の一種

木材 皿区―H-7 8a―④層・ SD 10-古・SD 分岐点周辺の木材群 アサダ類似種

木材 Ⅲ区―H-8 8a―①層。S D 10-古・SD 分岐点周辺の木材群 トネリコ属類似種

木材 Ⅲ・ IV区―H-7 8a―④層,S D 10-古・SD 分岐点周辺の木材群 コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 1374

III・ Ⅳ区―H-8 8a―④層・S D 10-古・SD 分岐点周辺の本材群 ブナ属の一種

木材 III区 ―H-8 8a―④層。S D 10-古 。SD 分岐点周辺の木材群 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

木材 III区 -1-8 8a―④層・S D 10-古 ・SD 分岐点周辺の木材群 ヨナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種

杭 皿区― I-8 8a―④層・ S D 10-古 。SD 分岐点周辺の杭群 ケンポナン

木材 肛I区 ― I-8 8a―④層。S D 10-古 。SD 分岐点の杭群 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

IV区 ―H-6 8a―④層。S D 10-古 (lV区 ) 広菜樹 (散孔材 ) 木片

杭 IV区 ―G-5 8a―④層。S D 13杭列第 1群

杭 Ⅳ区―G-5 8a―④層・SD 13杭 列第 1群 コクサギ

杭 IV区 ―G-5 8a―④層・SD 13杭 列第 1群 コクサギ

杭 IV区 ―G-5 8a―④層・S D 13杭列第 1群 ケヤキ

杭 V区 ―G-5 8a―④層・S D 13杭列第 1群 ヨクサギ 1466

杭 V区 ―G-5 8a―④層。S D 13杭列第 1群 カエデ属の一種

杭 V区 ― G-5 8a―④層・S D 13杭列第 1群 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節の一種 1429

224 杭 V区 ―G-5 8a―④層。S D 13杭列第 1群 エゴノキ属の一種

杭 IV区 ―G-5 8a―④層・ S D 13杭列第 1群 コクサギ

杭 Ⅳ区―G-5 a―④層。SD 13杭列第 1群 コクサギ

杭 IV区 ―G-5 a―④層・SD 13杭 列第 1群 コクサギ

杭 Ⅳ区―G-5 a―④層・SD 13杭 列第 1群 ニゴノキ属の一種
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試料番号 用 途 調 査 区 出 土 層 位 ・ 遺 構 樹 種 遺物番号 備  考

杭 Ⅳ区―G-5 8a一④層・ S D 13杭 列第 群 ヤマグワ

杭 Ⅳ区―G-5 8a―④層。S D 13杭 列第 群 コクサギ

杭 IV区―G-5 8a―④層・S D 13杭 列第 群 コクサギ

杭 Ⅳ区―G-5 8a―④層・SD 13杭列第 群 コクサギ

杭 Ⅳ区―G-5 8a―④層。S D 13杭 列第 群 コクサギ

杭 Ⅳ医―G-5 8a―④層 ,S D 13抗列第 耕 ク リ

抗 IV区―G-5 8a―④層・S D 13杭 列第 群 コクサギ

杭 Ⅳ区―G-5 8a―④層。SD 13杭列第 辞

杭 Ⅳ区―G-6 8a―④層。S D 13杭列第 群 コクサギ

杭 IV区―G-6 8a―④層・S D 13杭 列第 群 ク リ 1425

杭 〔V区 ―G-6 8a―④層・S D 13杭列第 群 広葉樹 (散孔材 )

杭 IV区― F-6 8a―①層・S D 13杭列第 群 コクサギ

杭 IV区― F-6 8a―④層・ S D 13杭列第 群 コクサギ 1585

杭 Ⅳ区―F-6 8a―④層・ S D 13杭列第 1群 クマンデ属類似種

杭 IV区―F-6 8a―①層。S D 13杭列第 1群 コクサギ

杭 〔V区―F-6 8a―④層・S D 13杭列第 1群 広葉樹 1486

杭 Ⅳ区― F-6 8a―④層。S D 13杭列第 辞 エゴノキ属の一種

杭 Ⅳ区―F-6 8a一①層・S D 13杭列第 群 コクサギ 1655

杭 IV区―E-6 8a―①層・S D 13杭列第 群 モミ属の一種 1606

抗 IV区―E-7 8a―④層・S D 13杭列第 群 エゴノキ属の一種

杭 IV区 ―E-7 8a―④層・ S D 13杭列第 群 モミ属の一種

杭 IV区 ―E-7 8a―④層。S D 13杭列第 群 モミ属の一種

杭 IV区―E-7 8a―④層 ,S D 13杭列第 群 コナラ属 コナラ亜属コナラ節の一種

抗 IV区 ―E-6 8a―④層・S D 13抗列第 群 クリ類似種

杭 IV区 ―E-6 8a―④層。S D 13抗列第 群 カエデ属の一種

杭 IV区 ―E-7 8a一④層・S D 13抗列第2群 クマンデ属の一種 1630

杭 IV区 一E-7 8a―④層・S D 13抗列第 群 広葉樹 (散孔材 ) 1222

杭 Ⅳ区―E-7 8a―④層。S D 13抗列第 群 エゴノキ属の一種 1220

杭 IV区― F-5 8a―④層。S D 13周 辺杭

杭 IV区―F-5 8a―④層。S D 13周 辺杭 クリ

杭 IV区―G-6 8a―④層。S D 13周 辺杭 コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

杭 IV区 ―G-6 8a―④層・S D 13周 辺杭 ヤナギ属の一種

杭 IV区 ― F-6 8a―④層・S D 13周 辺杭 ヤナギ属の一種

杭 Ⅳ区― F-6 8a―④層。S D 13周 辺杭 ヌルデ類似種

杭 Ⅳ区―G-7 8a―④層 ,S D 13周 辺杭 カバノキ属の一種

杭 Ⅳ区―F-7 8a―④層・ S D 13周 辺杭 サカキ類似種

杭 IV区 ―F-7 8a―④層・S D 13周 辺杭 トネリコ属の一種

杭 IV区 ―F-7 8a―①層・S D 13周 辺杭 ヤナギ属の一種
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第4節 仙台市富沢遺跡(第 30次)よ り発掘された植物遺体の種の鑑定報告
東北大学農学部 星川 清親

1.調査時に出上した遺体
庄司 駒男

NO 地 区 ・ 層 時 代 種 名 写 真 遺物番号

1 区L-2bG・ 2層中 近世以降 モ モ

2 区L-2CG。 2層中 近世以降 モ モ 4

3 区 I-3CG。 3層中 近世 モ モ

4 区J-2dG・ 3層中 近世 クルミ (コ シボソ ?) 写真 1-1

5 区 I-3CG・ 3層中 近世 モ モ

6 V tt F-4bG。 4層中 中世～近世 不明

7 I-2CG・ 5層中 中世 モ モ 写真 1-2

V ttE-4bG・ 5層中 中世 モ モ

V tt F-3CG。 5層中 中世 クルミ

V ttE-4bG・ 5層中 中世 モ モ

V ttE-3CG。 5層中 中世 モ モ 1989

V tt E-3CG・ 5層中 中世 モ モ 1940

I tt J-2aG・ 6層中 平安 クルミ (やや長形 )

I tt I-2CG・ 6層中 平安 モ モ

5 I tt I-3dG・ 6層中 平安 モ モ

6 I ttK-3aG・ 6層中最下部 平安 モ モ

7 I tt I-lCG・ 6層中 平安 モ モ

8 H tt L-4CG・ 6層中 平安 クルミ (マ ルオニ ?) 写真 1-3

9 V tt E-2CG・ 6層中 平安 モ モ

V tt E-2dG・ 6層中 平安 モモ (小さい )

V tt F-3dG。 6層中 平安 モモ・ ウメ?

V tt F-4bG。 6層中 平安 モ モ

V tt F-4bG・ 6層中 平安 モ モ 2019

V tt E-3ac・ 6層中 平安 モ モ

V ttE-3dG・ 6層中 平安 モ モ 2034

V ttD-3CG。 6層中 平安 モモ (小さい) 2035

V tt F-4bG・ 6層中 平安 モ モ

V ttE-4dG・ 6層中 平安 モ モ

V ttE-3aG。 6層中 平安 モモ・ウメ?

I ttL-2CG・ 7層最下部 平安 モ モ

I ttL-2CG・ 7層最下部 平安 クルミ (マ ルオニ ?)

Ⅳ区F-8CG・ 7層中 平安 モ モ 1208

mtt J-9cG・ 7層中 平安 モ モ 1333

Ш区―J-9dG・ 7層中 平安 モモ・ウメ ? 孔339

Ⅲ区―J-8dG・ 7層上 平安 モ モ

V tt E-2CG・ 7層畦畔上 平安 モ モ 2092

V ttG-5aG・ 7層 平安 モ モ

Ⅲ区―J-7bG・ 8a層 古墳 モ モ

Ⅳ区G-7CG・ 8a―④層中 古填 モ 走 写真 1-4

V tt E-3CG・ 8a―④層中 古墳 モ モ

V tt F-4aG・ 8a一④層中 古墳 モ モ 2247

Ⅲ区H-8。 S D10-古堆積土層下底面 古墳 トテ 写真 1-5

V区東ベルト内 。s D10-古堆積土中 古墳 トチ 写真 1-6

H tt K-2bG。 8C層中 古墳 モ モ 230

H tt K-6dG・ 8C層 中 古墳 モ モ

H ttK-6dG。 8C層 中 古墳 モ モ

H ttK-5CG・ 8C層中 古墳 不明

II tt L-4CG。 8d層 弥生 ク,レ ミ 写真 1-7 285



第 4節 仙台市富沢遺跡 (第 30次 より発掘された植物遺体の種の鑑定報告

NO 地 区 ・ 層 時 代 種 名 写 真 遺物番号

I tt J-3dG・ H層上 弥生 モ モ

Ⅳ区E-8CG・ 12層 先行 トレンチ縄文～弥生 クルミ

Ⅳ区―E-8CG・ 12層 先行 トレンチ縄文～弥生 クルミ

I ttK-2CG 層中 縄支 クルミ 写真 1-8
Ⅳ区F-8aG・ 層上 縄 文 クルミ

Ⅳ区F-8aG 3層上 先行 トレンチ縄文 クルミ

IVtt E-7dG・ 3層上 先行 トレンチ縄文 クルミ

IVttE-7dG・ 3層上 先行 トレンチ縄文 クルミ (オ ホシナ ?) 写真 1-9
IVtt F-8aG・ 層上 先行 トレンチ縄文 クルミ (マ ルオニ ?) 写真 1-10

I tt J-2aG 層中 平安 モ モ

2.ウ ォーターセパレーションによる植物遺体
NO 層  位 時  代 種 名 写 真 ノ卸

l 3層 近 世 炭化木片・不明・昆虫片 1

2 3層 近世 ホタルイ・ヌマハリイ 2

3 4層 中世～近世 木片・他不明 4

4 4層 中世～近世 ホタルイ・ ヒメホタルイ 5

5 5層 中世 稲科の茎葉炭化物 ? 7

6 5層 中世 ホタルイ (多数) 8

7 6層 平安 不明 9

8 6層 平安 ホタルイ・ヒルムシロ。ヌマハリイ。ママコノシリヌグイ・カラスノゴマ 。ヘラオモダカ 写真 2-1
9 7層 平安 稲科の茎葉炭化物 ?他不明

7層 平安 ホタルイ・ ヒメホタルイ・ミヤマホタルイ・ヘラオモダカ・ ヒルÅシロ・キツネノマゴ 写真 2-2
8d層 弥生 木片 ?草片 ?

8d層 弥生
ダホメ●

ゲ
ル
ノ
ダ
ヌ
不
イ

ココメカヤツリクサ・アセカヤツリクサ・ミチヤナギ・イボクサ。
写真 2-3

9層 弥生 不明 (稲科の茎葉炭化物 ?)・ イボクサ (1つ ) 写真 2-4
9層 弥生 ホタルイ・カワラスガナ・ ミズカヤツリグサ 。ママコノシリヌグイ片 ?・ 昆虫片

10層 弥生 不 明

10層 弥生 キツネノマゴ?カ ラスノゴマ・ママコノシリヌグイ・昆虫片・不明 写真 2-5
11層 弥生 稲科の茎葉炭化物 ?その他不明

11層 弥生 ホアルイ・ ヒメホタルイ・サナエタテ・ママコノシリヌグイ。イヌノヒゲ・キツネノマゴ?

12層 縄文～弥生 稲・茎の炭化物 ?昆虫片

12層 縄文～弥生 畠と冷ゑ舞″
ミスカヤツリ。オトキリツウ。ママコノシリヌグイ・ナンツキ (少ない)。 昆

13層 糸電文 不明 (稲科の茎葉炭化物 ?)

13層 *電文 オオイヌタデ・イヌノヒゲ 。オトギリソウ・クグカヤツリ・昆虫片 写真 2-6
14層 糸電文 不 明

14層 ホ電文 ホタルイ・他不明

15層 縄文 下明

15層 糸電文 不明

16層 率電文 稲・茎の炭化物 ?昆虫片

8a ④層 古墳 V ttG-5CG SD10-古 堆積土中・不明
8b層中 古墳 Ⅳ区 ミクリ (エゾ・ ヒメ ?)・ 不明 (丸いもの) 写真 2-7・ 8

8b層中 古墳 Ⅳ区 ミクリ (エ ゾ・ ヒメ ?) 写真 2-9
16層 縄文 不 明 写真 2-10

16層 縄 文 ホタルイ・ ミチヤナギ・カヤツリ?ス ゲ ? 写真 2-11。 12

16層 縄文 不 明

16層 縄文 不 明

16層 縄文 不 切
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1.クルミ (コ シボソ ?)

4.モモ

7.ク )レミ

ヨ

炉

2.モ モ

5. トチ 6. トチ

9.クルミ (オ ホシナ ?)8.クルミ

3.クルミ (マルオニ
')

10.ク ルミ (マルオニ ?)

写真 1 種子写真 (1)
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7.ミ クリ (エ ゾ・ヒメ ?)

10.不明

写真 2 種 子 写 真 (2)
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第 8章 自然科学的分析

第 5節 放射性炭素年代測定結果報告書

学習院大学 木越  芽[彦

1988年 3月 9日 受領致しました試料についての年代測定の結果を下記の通り御報告致します。

なお年代値の算出には
14cの半減期として LIBBYの半減期 5570年を使用しています。また付記した誤差はβ線

の計数値の標準偏差 σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE SIGMA)に相当する年代です。また試料の

β線計数率と自然計数率の差が 2σ 以下のときは、 3σ に相当する年代を下限の年代値 (B.P。)と して表示してあ

ります。また試料のβ線計数率と現在の標準戊素 (MODERN STANDARD CARBON)に ついての計数率との差

が 2σ 以下のときは、Modernと 表示し、σ
14c%を付記してあります。

記

Code No.      試料

GaK 13771       Charred material frOm 富沢遺跡

No.6 1・ H区 16層 S11-①

GaK 13772       Charred material from 富沢遺跡

No.7 1・ H区 16層 S11-②

GaK 13773       Charred material frOm 富沢遺跡

No.8 1。 H区 16層 S11-③

GaK 13774       Charred material frOm 富沢遺跡

No。 9 1・ Ⅱ区16層 S11-③

GaK 13775       Charred material from 富沢遺跡

No.10 1・ H区 16層 SX 2

年代(1950年 よりの年数)

5330  」L  440

3380 BoC.

4750  ±  460

2800B.C.

5300  ±  390

3350B.C.

5610  ±  190

3660 BoC.

4230  」三  180

2280B.C.
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南西上空からみた宮沢遺跡周辺



写真26 名取川下流域の航空写真 9ヒ西上空から)
O EPが調査地点

暮

写真27 富沢遺跡全景 (南上空から)
写真のほぼ中央が調査地点
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写真28 調査地点全景 (商上空から)

写真29 調査前の状況 (南東から)
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(東から)1.溝跡 SDl

4.土坑 SK3(南 から)

6.土坑 SK5(南 から)

2.土坑 SKl(商 から)

3.土坑 SK2(西 から)

土坑 SK4(西 から)
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―i猟 ti

7.土坑 SK6(商 から)

写真32 2a・ 2b層遺構 (1)

8.土 坑 SK7(南 から)
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1.土坑 SK8

l illヽ |

(東 から)

3. 土
"tS K10(西

から) 4.土坑 SK¬ (西から)

6.土坑 S K13(西から)
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8. =上坑 S K15(南 から)

2.土 坑 SK9(南 から)

5. =上力tS K12(南 から)

イ ー エt  r

7.土坑 S K14(東から)

写真33 2a・ 2b層遺構 (2)
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写真34 2c層水田跡 (1
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1.Ⅳ区の確認状況 (東から)
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写真35 2c層水田跡 (2)

3.Ⅳ区全景 (東から)



,・ r―礁:k

1. SD2-V区 (東から)

SD2・ SD6分岐点の杭テ」
および木材群 (南東から)

SD2・ SD6分岐点の杭列
および木材群 (南 から)

2.SD2出 土木製品 (第 47図 )

写真36 2c層 水田跡 (3)
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2.SD2杭 列第 1群 (7・ 8)

8.SD2杭 列第 2群 (51～ 49・ 47～ 45)

写真37 2c層 水田跡 (4)

1.SD2杭 列191群 (5・ 6)

3. S D 21売テu第 1群 (9・ 10)

歳

う

4.SD2杭 列第 2群 (1・ 2)



1.SD2抗 列第 2群 (64～ 58・ 53・ 52)

SD2杭 列第 2群 (74・ 69・ 68)
サ

2.SD2杭 列第 2群 (68～ 66)

4.SD2杭 列第 2群 (71・ 70)

5.SD2杭 列第 2群 (77・ 76,73・ 72) 6. SD2オ丸,げ第 2二祥 (100・ 75)

7. SD2ガ i列第 2君羊(80・ 79)
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7. SD2・ SD6分岐点杭群 (13)

写真39 2c層水田跡 (6)

SD2・ SD6分岐点杭群 (14～ 16)
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写真40 2c層水田跡 (7)



1.畦畔と水ローⅣ区
第 4～ 7・ 10水口 (東から)

2.第 4水口 (南から)

写真41 2c層 水田跡 (8)

3.第 7水口 (東から)



1.畦畔と水ローⅡ区第 8水口 (北から)

2.畦畔と水ローⅢ区第 9水口 (東から)

|モ早TIヤ

写真42 2c層水田跡 (9)

3.Ⅳ区畦畔 (東 から)



1.Ⅲ 区足跡確認状況 (西から)

2.同上足跡検出状況 (東 から)

写真43 2c層 水田跡 (10)

3.同上足跡細部
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2.Ⅲ区全景 (東から)

写真44 3層水田跡 (1)
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1.V区確認状況 (南から)

2,SD2と SD4(東 から)

3層水田跡 (2)

3.I区畦畔 (商から)



翼
1.第 1水口 (北から)

2.第 1水口細部 (南から) 3,第 1水口杭列 (南から)

5.第 1水口杭列 (13・ 12)

3層水田跡 (3)



1.第 3水口確認状況 (北から,

一　

　

　

に

2.第 3水口 (北から)

3.第 4水口確認状況 (東から, 4.第 5水口確認状況 (東から)

6.第 7水口確認状況 (東から)5.第 6水口確認状況 (東から)

7.第 8水口 (北から) 8.第 9水口確認状況 (束から)

写真47 3層水田跡 (4)



2.第 10水口 (南 から)

1.第 10水口 (北から)

3.第 10水回杭群 (東 から)

4.第 10水口杭群 (1～ 5) 5.第 10水口杭群 (6～ 8)

写真48 3層水田跡 (5)



1,水田面のさまざまな凹み
(I tt I-3)

2.牛の足跡とみられる凹み
(Ⅱ 区 J-5)

3.畦畔の確認作業
(Ⅲ 区―東から)
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写真49 3層 水田跡 (6)
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写真50 4層 水田跡 (1)
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1.Ⅲ・Ⅳ区SD2周辺全景 (東から)

2.I区畦畔 (南から)

写真51 4層水田跡 (2)

3.Ⅲ 区畦畔と第 8水口 (東から)



1.界 1水口 (前 から) 2.弔 1水口 (北 から)

3.第 5水口 (南 から)
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5.第 6水口 (北から)

7.第 7水口 (南 から) 8.第 7水ロセクション (南 から)

写真52 4層 水田跡 (3)
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写真53 4層 水田跡 (4)

8 足跡状の凹み
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1.V区全景 (東から)

2.Ⅲ oⅣ全景 (東 から)

写真54 5層水田跡 (1)



1.Π 区全景 (北から)

2.H区畦畔 (北から)

写真55 5層水田跡 (2)

3.Ⅲ 区全景 (東から)



1.V区確認状況 (東から)

2.V区全景 (東から)

写真56 5層水田跡 (3)

3.V区畦畔細部



1.I区全景 (南から)

2.Ⅲ 区全景 (北から)

写真57 6層 水田跡 (1)

3.皿区全景 (東から)
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1.V区南半部全景 (東から)

2.V区北半部全景 (東 から)

写真58 6層水田跡 (2)

3.Ⅳ区全景 (東 から)
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3.同上確認状況 (北から) 4.同上底面の落ち込み (北から)

写真59 6層 水田跡 (3)



1.V区第 3水ロセクション ●しから)

2.土師器の出土状況 (第 93図 9) 3.上師器の出土状況 (第 93図 1)
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4.木製品の出土状況 (第 95図 4)

写真60 6層水田跡 (4)
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1.畦畔上面の灰白色火山灰

2.I区畦畔細部

3.I区畦畔断面 4.I区耕作上下面の状況 (南 から)

写真62 7層水田跡 (2)



1.Ⅱ 区確認状況 (北から)

2.Ⅱ 区全景 (北から)

写真63 7層水田跡 (3)

3.Ⅲ 区全景 (東 から)
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1.皿 区北半部全景 (東から)

2.Ⅲ区西半部全景 (南 から)

写真64 7層水田跡 (4)

3.Ⅲ 区南半部全景 (東 から)
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1.V区南半部確認状況 (東から)

2.V区南半部全景 (東から)

写真65 7層水田跡 (5)

3.Ⅳ区全景 (東から)



I区足跡状凹み確認状況

3.足跡確認状況 (I区 ) 4.足跡確認状況 (1区 )

5.石製品の出土状況 (第 110図 4) 6.木製品の出土状況 (第 112図 1)

写真66 7層水田跡 (6)
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写真67 砂層上面の遺構 (1)

1.V区砂層とS D12(西から)

2.Ⅲ・Ⅳ区砂層の分布 (東から)

3.Ⅲ・Ⅳ区砂層の分布 (東から)



皿・Ⅵ区
SD9確 認労犬況
(南東から)

2.Ⅲ・Ⅳ区
SD9全景
(南東から)

．札
一

3.SD9内 出土土器
(第 118図 1)

4.皿 区 S D12セ クション
(東 から)
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写真68 砂層上面の遺構 (2)
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1,V区南半部全景 (西から)

2,Ⅳ区全景 (東 から)

写真69 8a―②層水田跡 (1)
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